



























































































































らそれぞれ男女各 1 名、合計 4 名の高齢者に
インタビュー調査を行い、調査票調査では明
らかにならなかった住民の生活実態を検証し
た。質問項目としては、それぞれの地域で暮
らす高齢者は地域社会とどのように関わりな
がら生活をしているのか、何を生きがいに生
活しているのか、充実した高齢期の生活とは
どのようなものであるか、都市部と農村部の
暮らしは具体的にどう違うのか等である。こ
のインタビュー調査から、都市部であっても
外出や公共交通機関へのアクセスが不便な地
域が存在することが明らかになった。一方、
農村部は一見すると公共交通機関へのアクセ
スや外出に不便であると思われがちであるが、
実際の生活では自動車利用によって不便さが
解消されていることが明らかになった。さら
に、農村部では日常生活で農業や家庭菜園に
関わる機会が多く、特に意識をしないでも一
定の身体活動量が得られるということや、都
市部の高齢者に比べて地域活動が活発で社会
的に活動的であるということも明らかになっ
た。その中でも、轟集落では集落が運営に関
わっているラベンダーパーク多可の存在は、
活動を通しての仲間作りや退職後の生きがい
にも影響を与えていることがわかった。両地
域に共通するのは、通院をしながらも地域活
動や趣味を楽しむ高齢者は生きがいを持って
生き生きと生活しているという点であった。
本論文で実施した調査票調査からは、余暇
活動・個人活動量（趣味）は①両地域におい
て家庭内活動量、家庭内会話量、近隣住民と
の会話量と正の関係があり、②轟集落では家
庭菜園外出量、農業外出量と相関していた。
社会活動量（地域行事への参加）では①家事
への従事度との関係は霊山町ではなかったが、
轟集落では一定程度関係していた。また②近
隣住民との会話量との関係は霊山町ではみら
れなかったが、轟集落では関係があった。③
治療を受けていない身体上の不都合の有無と
社会活動量は、両地域において関係がみられ
た。④轟集落においては家庭菜園外出量、農
業外出量との関連も見られることが明らかに
なった。通院に関しては、①両地域において
年齢との関係は見られなかった。②家事の従
事度との関係は、霊山町では家事従事が多い
ほど通院頻度が増加するが、轟集落では家事
の従事度が少なければ通院頻度が減少した。
③近隣関係については轟集落では近隣住民と
の会話量が多いほど通院頻度も増加するとい
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うことが明らかになった。治療を受けていな
い身体上の不都合については、①霊山町より
も轟集落で多い、②両地域とも家事の従事度
が高いほど診察外不都合が増加する、③同居
家族との会話が少ない人ほど診察外不都合が
減少する、④農業での外出頻度が多いほど診
察外不都合も減少傾向にある、⑤家庭菜園で
の外出が少ない人は、多い人に比べて比較的
通院頻度が少ないということが明らかになっ
た。霊山町でのインタビュー調査結果から、
霊山町では地域行事への参加率が低下してい
る、役員の引き受け手がなく同じ人が十年以
上も引き受けている、地域住民との交流は昔
に比べて少なくなっている、というように、
近隣住民同士の交流や地域活動が低調化傾向
にある発言が目立った。轟集落でのインタ
ビュー調査では、集落でグランドゴルフが流
行している、人と交流することが楽しい、地
域行事は情報交換の場である、近隣住民には
感謝している等、近隣住民や他者との交流が
日常的に行われ、地域行事も活発であると理
解できる発言が目立った。また、先行研究で
明らかにされているように、本論文において
も農業は健康に良い影響を与えていることが
実証された。加えて、農業および家庭菜園で
の活動頻度が高いほど地域活動や趣味活動へ
の参加も多いということが分かった。農業や
家庭菜園活動は、これらの活動を通して仲間
づくりや生きがいを見つけることができるも
のとして着目すべき活動である。農村部での
生活は都市部に比べて社会活動が量的にも種
類においても豊富であり、日常生活での身体
活動量も豊かである。以上のことから、本論
文では農村部での生活は充実した高齢期を過
ごすためにより適しているということができ
るという結果が導かれた。さらに、健康寿命
の維持・延伸に影響を及ぼす要素は、調査票
調査結果から明らかとなった社会環境要因に
加えて、インタビュー調査で明らかにされた
個人の生き方の二つの要素があることが明ら
かとされた。
